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２C２２ 

 ㄢ㢟ࡢᡂ⫱ࡢᴗேᮦ࠺ᢸࢆࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ

㹼ᴗࡢ᪂༞᥇⏝ၥ㢟࠸࡞ࡣ㹼 
 

 （బஂ田ᫀ㸦日本大学ۑ

 
㸯㸬はじめに 

 イノ࣋ーࣙࢩン᥎㐍の原動ຊはேᮦであり、様々な分㔝で原動ຊたりうるேᮦの⫱ᡂのヨࡳが行ࢃれ

ている。業、研究機関、大学、ึ等・中等ᩍ⫱機関などではそれぞれの❧場からྲྀり⤌ࡳが行ࢃれて

いるが、⟶㎄する機関㸦公的または⚾的）が異なることもあって、ຠ⋡的な連ᦠはᅗられていない。こ

の中でも、ఱらかの⤒῭的な価್を生ࡴことが「イノ࣋ーࣙࢩン」の᮲件であるので、この意からす

れࡤ、「イノ࣋ーࣙࢩン」を担う業ேᮦの⫱ᡂは大きな課題である。 

ᚑ来から、この課題は「業の内部」のၥ題であり、社会がとやかくゝう➽合いのものではないとの

㢼₻があった。本✏では、これまであまりὀ目されて来なかった「業の新༞᥇用の基‽」ཬࡧ「この

基‽が社会に㏦る࣓ッセージ」に↔Ⅼをᙜて、ၥ題Ⅼを᥈りたい。結論として、「現ᅾのᡃがᅜ業の

᥇用に対するᴟめて⏑いጼໃ」が、「ࢃがᅜ業のᑗ来のᖿ部・⤒Ⴀ者の資㉁にዲましくない影響」を

ཬࡰし、一方で、「ྛレ࣋ルの学ᰯᩍ⫱ཬࡧぶに対して、学Ṕ೫重・ᛮ考能ຊ軽どの㢼₻をຓ㛗してい

る」ことを指したい。 

 

䠎㸬ᡃがᅜのイノ࣋ーࣙࢩンேᮦをめࡄる༴機 

 

2.1 䜲䝜䝧ー䝅䝵ン䜢ᢸ䛖⤒Ⴀ者の㊊ 

 最㏆の日本業の⤒Ⴀ環境のኚ化にともない、「⤒Ⴀ者の資㉁」をၥ題どするഴ向が現れている。 

NHK クローࢬアップ現代、2012年 9᭶ 4日、「社㛗がいない。ồࡴ㸟グローバル時代の⤒Ⴀ者」では、

中ሀ業ࡤかりでなく、大業においても、グローバルに展㛤する業活動を担える「⤒Ⴀ者」が足

している現状が⤂された。 

᯾一部上場業の⤒Ⴀ者は、高ᰯ生を相手にḟのような࣓ッセージを㏦った。「ࡦとつࡦとつのࣅジ

ネス、事業分㔝はそれなりにグローバル化が㐍ࢇできました。ところが、⤒Ⴀのグローバル化、グロー

バル化した事業をどう࣐ネジ࣓ントしていくかというところがとても㐜れています。『Ḣ⡿ே、中ᅜே、

インドே』とゝったேたࡕを役ဨクラスでᢪえていかなけれࡤなりませࢇ。ᙼらと日本ேのᕪは、最ึ

からリーࢲーたらࢇとするか、リーࢲーは結果なるものだとᛮうかというⅬにあります。とにかく会社

にධったからには社㛗になるぞというつもりのᙼらと、ேより少し᪩く課㛗になれてⰋかったとᛮって

いる日本ேが相対したとき、結果は明らかです。」 

 

2.2 業の研究㛤発部門を担うேᮦの✵Ὕ化 

業の研究㛤発のᖿ部クラス㸦主௵研究ဨ、部㛗、ᡤ㛗クラス）を対象としたアンケート調査㸦ᅇ⟅

⥲ᩘは 340社）において⯆῝い結果がṧされている i。 

「自社がイノ࣋ーࣙࢩンを生ࡳ出す㢼土になっているか㸽」のタၥに対して、 

・なっている㸸40.3㸣 

・なっていない㸸59.7㸣 

「自社の研究㛤発࣐ネジ࣓ントが十分に行なࢃれているか㸽」のタၥに対して、 

・十分に行なࢃれている㸸8.5㸣 

・行なࢃれているが十分㸸79.7㸣 

・行なࢃれていない㸸9.4㸣 

・よく分からない㸸2.4㸣 

⣙ 6のேが「イノ࣋ーࣙࢩンを生ࡳ出す㢼土がない」という⤯望的な認識を持っており、イノ࣋ー

ネジ࣓ントに関しては、⣙࣐れている研究㛤発のࢃ出すために行ࡳンを生ࣙࢩ 9のேが「行ࢃれてい

ない、またはᴟめて十分」と感じている。 

上グの事から᥎察されることは、「日ᖖ的な࣐ネジ࣓ント」の㝈⏺を㉸えて、「業ᖿ部」のேᮦそ

のもののレ࣋ルに大きな課題があるのではないかということである。 
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㸱㸬イノ࣋ーࣙࢩンを担うேᮦീ 
 
 3.1 ᡃがᅜの業のイノ࣋ーࣙࢩンを担ったேᮦീ 
 ➹者は、かつて➨ 2 ᮇ科学ᢏ⾡基本計画の策定にあたり、科学ᢏ⾡庁㸦ᙜ時）のጤクをうけて、Ẹ間

業の研究㛤発のᡂຌ事の分析を行ったことがある ii。1970 年代㹼1990 年代のᡃがᅜ業のイノ࣋

ーࣙࢩンを担ったேに対して、┤᥋のインタࣗࣅー調査をᐇした。この調査の主たる目的は、業の

研究㛤発のࢩステ࣒を分析することであったが、同時にイノ࣋ーࣙࢩンを担った担ᙜ者のேᮦീを、定

性的ながらᢕᥱすくດめた。全య的な印象としては 
ձ 自ᕫ主ᙇがᙉい。≀事をとことࢇ考える。 
ղ ᚸ⪏ຊがある。 
ճ コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンは、一定レ࣋ルはあるものの、それど得意ではない。対ே関ಀをうまくฎ

理して、業⤌⧊で᪼㐍するタイプではない。 
մ  エリート大学の༞業生は少ない。 

このイ࣓ージは、現ᅾ、多くの業の᥇用ヨ験における「望ましいேᮦീ」とはかなり㐪う。 
 
3.2「ே事トップがồめる新༞イ࣓ージ調査」㸦ᐇ主యは日本⤒῭新聞社）iii 
 大学新༞者にồめるேᮦീとしての上 3項目は 

ձ コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩン能ຊ 

ղ チャレンジ精⚄ 

ճ 主య性 

学生時代の⤒験・ᐇ⦼で高く評価できるものとして、 

ձ ࣑ࢮなどでᑓ門のຮᙉにᡴࡕ㎸ࢇだ 

ղ ࢧークル・クラࣈ活動でᐇ⦼をṧした 

ճ 語学ຊを高めた 

   この調査の結果を、「『ヰせる学生』業はồࡴ」と⤂している。なお、この調査では明らかに

なっていないが、大手業では、現ᐇには出㌟大学のレ࣋ルをᙉく重どしているようである iv。 

  
3.3 業がồめるⱥ語能ຊ 

 ᩘ年๓から、大手業が᥇用にあたって、学生のⱥ語能ຊ㸦ᑻᗘとしては「TOEIC」が用いられるこ

とが多い）を重どするようになってきた。 

⾲̿㸯 ᥇用にあたって考慮する、TOEICのⅬᩘ v 

850Ⅼ௨上 NTTコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンࢬ 

800Ⅼ௨上 住動⏘、㔝ᮧ動⏘ 

730Ⅼ௨上 ࣇࢯトバンク 

700Ⅼ௨上 NTTᮾ日本、ࣇーストリテイリング、୕⳻㟁機、࣐ࣖト㐠㍺ 

650Ⅼ௨上 アࣅࣄࢧール、బ川グローバルロジスティクス、ࢩチࢬン࣍ールディングス 

600Ⅼ௨上 出ග⯆⏘、⋤子〇⣬、大正〇⸆、大ࣁウス工業、ࢽトリ࣍ールディングス 

2011 年 1 ᭶に、〇⸆ᅜ内最大手のṊ田⸆ရ工業が、2013 年 4 ᭶ධ社の新༞᥇用から、「TOEIC」㸦990 Ⅼ

‶Ⅼ）で 730 Ⅼ௨上のྲྀ得を⩏務づけることを明らかにした㸦ྛ社新聞情報、インターネット情報）。

この情報は、ᑵ職活動中の学生ࡤかりでなく、多くの学生、ぶに⾪ᧁを持って受けṆめられた。 

これを➃的に♧すのが、「TOEIC」の受験者ᩘの᥎⛣である vi。2010年までは 170ேを上ୗしていた

が、このࣗࢽースが発⾲された┤ᚋの 2011 年には 227 ேと、3 ௨上増ຍした。この現象は、「業

がⱥ語能ຊをồめ始めた」ということより、「ⱥ語能ຊがᚲ要という業の明確な࣓ッセージに対して、

ᡃがᅜでは、学生やぶがᴟめてᩄ感にᛂする」ことを意している。 

なお、高ᗘのⱥ語能ຊがᚲ要という見ゎは、あくまでᑗ来のグローバル社会の対ᛂを考慮したもの
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であり、現ᅾの業のⱥ語能ຊはそれど高くない。同 HPによれࡤ、 

ձ 職種別ẚ㍑では、役ဨ 515Ⅼ、課㛗 492Ⅼ、一⯡社ဨ 474Ⅼ、ὴ㐵社ဨ 567Ⅼ 

ղ 部⨫別では、法務 631 Ⅼ、㈈務 595Ⅼ、ே事 509Ⅼ。 

ճ 業種別では、࣐ス࣓ディア 589Ⅼ、ၟ社 566Ⅼ、㟁機 462Ⅼ、ᕷ⏫ᮧ 641Ⅼ 

 
㸲㸬ୡ⏺のグローバル業がồめるேᮦീ(ྛ社の HP のうࡕ、᥇用関ಀからᢤ⢋) 
 このように、日本の大業は、「そこそこの大学を༞業し、コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩン能ຊがあって、部活

または࣑ࢮの活動を┿㠃目にྲྀり⤌ࡳ、一定のⱥ語能ຊのある学生」をዲࢇで᥇用していることになる。

このഴ向は、大学生のᑵ職活動に㌟㏆に᥋している➹者の感ぬとも合⮴している。 

それでは、現ᅾ、ᡃがᅜ業がୡ⏺の࣐ーケットでⱞᡓしている「ୡ⏺のグローバル業」はどのよ

うなேᮦをồめているのであろうか。 

4.1 Google 

グーグルの日本法ேでは、ձ基┙となるᛮ考ຊ、ղྛ業⏺の業務知識や⤒験、ே⬦など、ճリーࢲーࢩップ、մコ࣑ࣗ

ゆる「ᆅ㢌ຊ」のⰋさと同ࢃットがᙜたることが多いが、い࣏ン能ຊを明グしている。ᛮ考ຊをᅗるタၥにスࣙࢩケーࢽ

じくらい学業ᡂ⦼・ᐇ⦼の高さを重どしている。ධ社ᚋも「学ࡪ能ຊ・意ḧがᚲ要」との考えがもととなっている。 

特に、グーグルのୡ⏺ྛᆅの法ேでは、「とことࢇ考えᢤく」ことをồめることで知られている。日本業は༤ኈ課⛬

ಟ者の᥇用をためらうഴ向にあるが、グーグルは「༤ኈ論文をまとめるプロセスで、とことࢇ、一つのことを考えᢤい

たᐇ⦼を評価する」。すなࡕࢃ、ಶ別㡿域の知識よりも、「考えᢤいたᐇ⦼」を評価する。ồめる⤒Ṕもかなりࣁイレ࣋ル

であり、༞業論文のテー࣐、学⾡関連の出∧Ṕ、研究発⾲Ṕ、受㈹Ṕなどであり、どれだけᅾ学中の学業にἐ㢌したかを

ၥう内容になっている。 

4.2 Apple 

 ᥇用の対象となるⱝ者に対しても、大⫹に業のဴ学をッえる。 

Appleで働くこと。それはこれまでのものとはまったく㐪うయ験になるはずです。そこにあるのはᣮᡓ、่⃭、そして

誇り。どࢇな仕事を㑅ࢇでも、あなたは〇ရパッケージの一つࡦとつ。スワイプする指の動き一つࡦとつ。「日はఱを

お᥈しですか㸽」のࡈᣵᣜ一つࡦとつ。そのすてに、時ᢡではなく、いつも、ずっと、こだࢃる。それが Appleにいる

⚾たࡕのやり方です。だから、⚾たࡕはୡ⏺で最もឡされている〇ရのうࡕのいくつかを生ࡳ出すことができたのです。 

Appleにいるே、ㄡにきいても同じ⟅えが㏉ってくるはずです。「それは、⡆༢なことじࡷない」と。それは、「なࡐこ

うなる㸽」、「どうすれࡤもっとⰋくなる㸽」というၥいをỌ㐲に⧞り㏉すことを意します。それは、いらないものを๐

りྲྀり、本ᙜにᚲ要で、౽で、⨾しいものだけがṧるまで、すてのおᐈ様のయ験を見┤していくプロセスです。

㸦http://www.apple.com/jobs/jp/） 

 

㸳㸬ேᮦീの᭕さはఱをもたらすか 

 上グのように、᥇用対象となる学生に対する࣓ッセージに関して、ୡ⏺のグローバル業とᡃがᅜの

大業とは明らかに異なる。一ゝでいえࡤ、ᡃがᅜ業の࣓ッセージはᴟめて᭕である。この᭕さ

はఱをもたらすであろうか。ḟの 2Ⅼに集⣙されるであろう。 

ձ「業⤌⧊全యの㢼土」、とりࢃけ「ᑗ来の⤒Ⴀ者または⤒Ⴀ者ᒙの資㉁」に大きな影響を与える。 

 「✺きワめて考える」ことを基‽に㑅ᢤされた構ᡂဨとそうでない構ᡂဨとでは、そこから生ࡳ出す

イノ࣋ーࣙࢩンのレ࣋ルに大きなᕪが生じる。2.1 およࡧ 2.2 にグ㍕したᡃがᅜ業の⤒Ⴀ者およࡧᖿ

部をᕠるၥ題の原因となっている可能性がある。ᑗ来の業のイノ࣋ーࣙࢩン能ຊに影響を与える。 

ղⱝ者、学生、社会に対して、「業活動」に関するㄗった࣓ッセージを与える。 

「そこそこの大学を༞業し、コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩン能ຊがあって、部活または࣑ࢮの活動を┿㠃目にྲྀ

り⤌ࡳ、一定のⱥ語能ຊのある学生」であれࡤ、大業にᑵ職でき、安Ὀな生活が保ドされるという安

᫆な見通しが社会に定╔する。「業の᥇用基‽」がཬࡰす影響は、TOEICの受験者ᩘの⃭増に➃的に♧

されているように、ᐇに大きい。高ᗘᡂ㛗ᮇ・バࣈル⤒῭ᮇを通じて㸦よりᖜᗈくゝえࡤ 1960 年代௨

㝆、現ᅾに⮳るまで）、業は学生に対して「とことࢇ考える」「学業に全ຊをὀࡄ」ことを要ồしたこ

とはなかった。業が明確な࣓ッセージを⾲現すれࡤ、かならず社会はᛂするのではなかろうか㸽 
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であり、現ᅾの業のⱥ語能ຊはそれど高くない。同 HPによれࡤ、 

ձ 職種別ẚ㍑では、役ဨ 515Ⅼ、課㛗 492Ⅼ、一⯡社ဨ 474 Ⅼ、ὴ㐵社ဨ 567Ⅼ 

ղ 部⨫別では、法務 631Ⅼ、㈈務 595Ⅼ、ே事 509Ⅼ。 

ճ 業種別では、࣐ス࣓ディア 589Ⅼ、ၟ社 566Ⅼ、㟁機 462 Ⅼ、ᕷ⏫ᮧ 641Ⅼ 

 
㸲㸬ୡ⏺のグローバル業がồめるேᮦീ(ྛ社の HP のうࡕ、᥇用関ಀからᢤ⢋) 
 このように、日本の大業は、「そこそこの大学を༞業し、コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩン能ຊがあって、部活

または࣑ࢮの活動を┿㠃目にྲྀり⤌ࡳ、一定のⱥ語能ຊのある学生」をዲࢇで᥇用していることになる。

このഴ向は、大学生のᑵ職活動に㌟㏆に᥋している➹者の感ぬとも合⮴している。 

それでは、現ᅾ、ᡃがᅜ業がୡ⏺の࣐ーケットでⱞᡓしている「ୡ⏺のグローバル業」はどのよ

うなேᮦをồめているのであろうか。 

4.1 Google 

グーグルの日本法ேでは、ձ基┙となるᛮ考ຊ、ղྛ業⏺の業務知識や⤒験、ே⬦など、ճリーࢲーࢩップ、մコ࣑ࣗ

ゆる「ᆅ㢌ຊ」のⰋさと同ࢃットがᙜたることが多いが、い࣏ン能ຊを明グしている。ᛮ考ຊをᅗるタၥにスࣙࢩケーࢽ

じくらい学業ᡂ⦼・ᐇ⦼の高さを重どしている。ධ社ᚋも「学ࡪ能ຊ・意ḧがᚲ要」との考えがもととなっている。 

特に、グーグルのୡ⏺ྛᆅの法ேでは、「とことࢇ考えᢤく」ことをồめることで知られている。日本業は༤ኈ課⛬

ಟ者の᥇用をためらうഴ向にあるが、グーグルは「༤ኈ論文をまとめるプロセスで、とことࢇ、一つのことを考えᢤい

たᐇ⦼を評価する」。すなࡕࢃ、ಶ別㡿域の知識よりも、「考えᢤいたᐇ⦼」を評価する。ồめる⤒Ṕもかなりࣁイレ࣋ル

であり、༞業論文のテー࣐、学⾡関連の出∧Ṕ、研究発⾲Ṕ、受㈹Ṕなどであり、どれだけᅾ学中の学業にἐ㢌したかを

ၥう内容になっている。 

4.2 Apple 

 ᥇用の対象となるⱝ者に対しても、大⫹に業のဴ学をッえる。 

Appleで働くこと。それはこれまでのものとはまったく㐪うయ験になるはずです。そこにあるのはᣮᡓ、่⃭、そして

誇り。どࢇな仕事を㑅ࢇでも、あなたは〇ရパッケージの一つࡦとつ。スワイプする指の動き一つࡦとつ。「日はఱを

お᥈しですか㸽」のࡈᣵᣜ一つࡦとつ。そのすてに、時ᢡではなく、いつも、ずっと、こだࢃる。それが Appleにいる

⚾たࡕのやり方です。だから、⚾たࡕはୡ⏺で最もឡされている〇ရのうࡕのいくつかを生ࡳ出すことができたのです。 

Appleにいるே、ㄡにきいても同じ⟅えが㏉ってくるはずです。「それは、⡆༢なことじࡷない」と。それは、「なࡐこ

うなる㸽」、「どうすれࡤもっとⰋくなる㸽」というၥいをỌ㐲に⧞り㏉すことを意します。それは、いらないものを๐

りྲྀり、本ᙜにᚲ要で、౽で、⨾しいものだけがṧるまで、すてのおᐈ様のయ験を見┤していくプロセスです。

㸦http://www.apple.com/jobs/jp/） 

 

㸳㸬ேᮦീの᭕さはఱをもたらすか 

 上グのように、᥇用対象となる学生に対する࣓ッセージに関して、ୡ⏺のグローバル業とᡃがᅜの

大業とは明らかに異なる。一ゝでいえࡤ、ᡃがᅜ業の࣓ッセージはᴟめて᭕である。この᭕さ

はఱをもたらすであろうか。ḟの 2Ⅼに集⣙されるであろう。 

ձ「業⤌⧊全యの㢼土」、とりࢃけ「ᑗ来の⤒Ⴀ者または⤒Ⴀ者ᒙの資㉁」に大きな影響を与える。 

 「✺きワめて考える」ことを基‽に㑅ᢤされた構ᡂဨとそうでない構ᡂဨとでは、そこから生ࡳ出す

イノ࣋ーࣙࢩンのレ࣋ルに大きなᕪが生じる。2.1 およࡧ 2.2 にグ㍕したᡃがᅜ業の⤒Ⴀ者およࡧᖿ

部をᕠるၥ題の原因となっている可能性がある。ᑗ来の業のイノ࣋ーࣙࢩン能ຊに影響を与える。 

ղⱝ者、学生、社会に対して、「業活動」に関するㄗった࣓ッセージを与える。 

「そこそこの大学を༞業し、コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩン能ຊがあって、部活または࣑ࢮの活動を┿㠃目にྲྀ

り⤌ࡳ、一定のⱥ語能ຊのある学生」であれࡤ、大業にᑵ職でき、安Ὀな生活が保ドされるという安

᫆な見通しが社会に定╔する。「業の᥇用基‽」がཬࡰす影響は、TOEIC の受験者ᩘの⃭増に➃的に♧

されているように、ᐇに大きい。高ᗘᡂ㛗ᮇ・バࣈル⤒῭ᮇを通じて㸦よりᖜᗈくゝえࡤ 1960 年代௨

㝆、現ᅾに⮳るまで）、業は学生に対して「とことࢇ考える」「学業に全ຊをὀࡄ」ことを要ồしたこ

とはなかった。業が明確な࣓ッセージを⾲現すれࡤ、かならず社会はᛂするのではなかろうか㸽 

 

㸴㸬ᨵၿすることは可能か。 

 このような状ἣをᨵၿすることは、Ỵして可能なことではない。業活動において画ᮇ的なイノ࣋

ーࣙࢩンがồめられる時代に、過ཤの「望まれるேᮦ」の集ᅋが対ฎできなかったことは、新たな᥇用

基‽がồめれていることを♧している。このᨵၿにはḟの二つの᮲件が‶たされれࡤ十分である。 

ձ「業㸦⤒Ⴀのトップ）がⱝ者に対する࣓ッセージを会社の基本方㔪として明確に㏙る」 

ղ「᥇用をே事部門に௵せきりにすることなく、業の⤒Ⴀトップが関与する。新しい基‽でᐇ㝿に

㑅ᢤを行う」 

 ᡃがᅜの業の᥇用活動は、ᐇは⡿ᅜやḢᕞの業にはない⊂特の特ᚩがある。 

ձṤどの場合、「本社ே事部門」の担ᙜとなっている。⡿ᅜやḢ⡿の業にない、「ࢃがᅜ業のே事

部門の影響ຊのᙉさ」がある vii。 

ղ現ᐇには、ே事部門は、学業ᡂ⦼を㑅別の手ẁとして用いることをはじめからᨺᲠしてきた。大学

のᡂ⦼は、㠃᥋ヨ験も最⤊に㏆づいたẁ㝵で、ึめて参考⛬ᗘに用いられる。日本の大会社は大学ᩍ⫱

というものの価್をᙜึからಙ用しておらず、全ඃの学業ᡂ⦼よりも、ࡴしろ、㐠動部に属していたと

かの課外活動を重どするഴ向が大きい。 

ճもともと、このような᥇用ᙧᘧでも、ᡃがᅜ業が一定の業⦼を⥅続することができたのは、ᅜ㝿

的な➇த環境がཝしくなく、ᅜ内ᕷ場中心の業活動で十分にやってこられたという᮲件があった。 

 

 このような᥇用活動の⫼景をさらに῝く分析すると、日本業における「⤒Ⴀ者のᢤ䬛」「⟶理職の

㑅௵」「社ဨᩍ⫱」のあり方など、「コー࣏レート࢞バࢼンス」が関連していることが明らかになる。ࢃ

がᅜ業が、新しいᅜ㝿的なイノ࣋ーࣙࢩン➇தの時代に対ᛂしにくくなったのは、これら、ᡃがᅜの

「コー࣏レート࢞バࢼンス」のㅖ要⣲が機能しにくくなったことを♧している viiiix。「᥇用基‽」はそ

の代⾲的なものであろう。また、ᩘは少ないもののᡃがᅜの新⯆業の中には、⤒Ⴀのトップが⋡ඛし

てᨵၿにྲྀり⤌ࢇでいる事もある x。 

 

㸵㸬ᚋの課題㸸ᩍ⫱分㔝でイノ࣋ーࣙࢩンはどのようにᢅࢃれているか㸽 

 イノ࣋ーࣙࢩンの環境をさらにᨵၿするために、㑊けて通れないのは、「ᩍ⫱分㔝」で「イノ࣋ーࢩ

ࣙン」をどのようにᢅうか、である。これまで、ᡃがᅜ社会では、ᩍ⫱、とりࢃけ「ึ等・中等ᩍ⫱」

の分㔝でこの課題を᳨ウすることはなかった。別の場が行ࢃれることをᮇᚅしたい。 

ձなࡐ、「イノ࣋ーࣙࢩン」はᩍ⫱分㔝の課題にならないか㸽 

ղ課題にならないとしたら、その原因はఱか㸽 

ճ業はなࡐ、ึ等中等ᩍ⫱の課題をᥦ♧しないのか㸽 

մㅖ外ᅜ、とりࢃけᩍ⫱Ỉ‽も高く、イノ࣋ーࣙࢩン能ຊも高いとされるḢㅖᅜではどのようにྲྀり

⤌まれているか。 
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